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大阪府立病院機構　平成23事業年度計画の概要
■　策定の考え方
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■　主な取組事項

	１　高度専門医療の提供と府域の医療水準の向上

　①高度医療の提供

急性期Ｃ

・救命救急部門における医療スタッフの確保や、自走式の高速ＣＴの導入により、24時間体制での新規入院患者受入れを拡大

・地域周産期母子医療センターとして、新生児や妊産婦等の搬送患者の積極的な受入れ

【目標】　救急車搬入患者数　4,590人　（21年度実績3,877人）
呼吸器Ｃ

・緩和ケア病棟における、専門医師等による緩和ケアの推進

・感染症センターでの新型インフルエンザ、多剤耐性肺結核や重症肺感染症の診療・治療の実施や、第二種感染症指定病床の指定に向けた準備等

【目標】　肺がん新入院患者数　1,200人　（21年度実績1,082人）
精神Ｃ

・患者が地域で自立して生活できるよう、福祉事務所や民間訪問看護ステーションなどと連携した多職種による訪問看護の拡充

・自閉症などの措置児童の受入れや、自閉症児専門外来による松心園の確定診断待機患児数の早期減少

【目標】　自閉症確定診断待機患児数　70人　（21年度末時点　353人）
成人病Ｃ

・難治性・進行性・希少がん患者への最適な集学的治療の実施と放射線治療におけるＩＭＲＴ（強度変調放射線治療）への重点化

・研究所と病院が連携し、新しい治療法の開発や個別化医療の推進等に貢献する「がん組織標本・がん組織培養バンク」の構築に向け、検体の集積、標本作成法、培養法・保存法の最適化条件の確立

【目標】　がん新入院患者数　8,500人　（21年度実績　８,276人）
母子Ｃ

・産婦人科診療相互援助システム（ＯＧＣＳ）、および新生児診療相互援助システム（ＮＭＣＳ）の基幹病院として、医療機関との調整による緊急搬送の実施

・長期療養児の在宅療養に向けた、地域連携パスの作成や在宅療養支援室の運用などを実施

【目標】　母体緊急搬送受入件数　150人　（21年度実績　92人）
②府域の医療水準の向上

・地域の医療従事者を対象とした研修会への医療スタッフの講師派遣の実施（２１年度実績　５９６人）
・府域の看護師・薬剤師等医療スタッフの資質の向上のための実習生の積極的な受入れ

（看護師実習受入数　２１年度実績　２，１７５人）

③診療機能向上のための基盤づくり

＜優れた医療スタッフの確保･育成＞

・労働条件の改善や充実した研修プログラムの提供による医師の確保
・多様な勤務形態の導入など看護師の就労環境の改善

・選考時期の前倒しなど看護師等職員の採用方法の見直し

・認定看護師等資格取得に向けた長期自主研修支援制度の拡充
・成人病Ｃでの国際シンポジウムの開催、母子ＣでのＷＨＯ協力機関国際交流事業として海外医療スタッフの研修を受入れ

＜計画的な施設設備・医療機器整備＞

【施設・設備】
・大規模施設整備改修計画による呼吸器Ｃの管理診療棟給排水設備改修、母子Ｃの受変電設備改修等

・災害時医療体制整備事業により、急性期Ｃの中央監視システム等の強化等
【医療機器】

・高度医療機器整備計画による急性期ＣのＰＥＴ－ＣＴ整備、呼吸器Ｃおよび母子ＣにおけるＣＴの更新

【再編整備等大規模施設】
・精神Ｃの再編整備における実施設計の完了および新病棟建設
・母子Ｃの手術棟整備における基本計画、基本設計の策定

・成人病Ｃの建替えにおけるがん医療の基幹病院としてふさわしい施設の効率的な建設についての検討



【23年度　当初予算】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：億円)


　　　　　
【医療機器整備・施設整備に関する計画】
	施設及び設備の内容
	予定額
	財源

	病院施設、医療機器等整備

ＰＥＴ－ＣＴ機器整備（急性期Ｃ）
ＣＴ機器整備（呼吸器Ｃ、母子Ｃ）
その他医療機器整備
管理診療棟給排水設備改修工事（呼吸器Ｃ）
受変電設備改修工事（母子Ｃ）
その他施設・設備工事
	百万円

3,000
	大阪府長期借入金等



	精神医療センター再編整備
	451
	

	母子保健総合医療センター手術棟整備事業
	56
	

	地域活性化・公共投資臨時交付金活用

中央監視システム等強化工事（急性期Ｃ）
管理診療棟の耐震補強工事（呼吸器Ｃ）
外壁等改修工事（母子Ｃ）
	1,389
	大阪府補助金


　　　
第２期中期計画においては、日本の医療をリードする病院を目指すという基本方針のもと、府の新たな医療課題にも対応する診療機能の充実をはじめ、さらなる患者・府民の満足度の向上、経営基盤の強化を図るための取組みや目標設定を行った。平成２３年度は、中期計画で掲げた目標の達成に向け、優れた人材の確保・育成や施設・医療機器等の基盤整備を進めつつ、これまでの取組みをさらに発展させ、第２期の着実なスタートを目ざす。
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資料２-１





２　患者・府民の満足度向上


・患者サービスを客観的に検証する患者顧客満足度調査やＮＰＯによる院内見学の実施と、その検証結果を踏まえた計画的なサービス向上の取組み


・浴室、トイレ等の改修や、個室化など病室の整備による患者のプライバシーに配慮した環境の整備


・急性期Ｃでの駐車場の整備や、軽食を提供する店舗の誘致、母子Ｃでのコンビニエンスストアの誘致


・接遇向上マニュアルの整備や研修の実施





３　業務運営の改善及び効率化


・インターネットの活用などを通じた地域医療機関との連携強化による新入院患者の確保


・診療科、病棟間調整によるベットコントロールなど、病床運営の工夫による病床利用率の向上


・診療報酬請求に係る精度調査の実施
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